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文 要 旨

論文題目

Computed tomography-based image-guided brachytherapy for cervical cancer: correlations 

between dose-volume parameters and clinical outcomes 

（子宮頸癌に対する CTに基づく画像誘導小線源治療 ：線量一体積パラメータと臨床ア

ウトカムの相関）
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論 文 要 ＿旨

子 宮 頸 癌 の 腔 内 照射 に お ¥fl て ヽ 治 療計 画 に

CT/MRI を 用 t,) た 3 D 画 像 誘導 小 線 源療 法

Image-guided intracavitary 

brachytherapy(3D -IGBT) 力ゞ f／丁一 わ れ る よ う に

な つ た
゜
3D-IGBT でハ イ リ ス ク 臨 床 標 的体 積

(High Risk Clinical Target Volume: HR  -

CT  V)に 対 し 線 蓋 を 処方 し ヽ リ ス ク 臓 器 と と も

に 線 鼠 体 柏 ヒ ス 卜 グ ラ ム （ D o s e Volume  

Histogram D V H)で の 評 価 が 可能 と な り ヽ 個

別 化 治 療 が 可 や月と に な つ た
゜
海外で は HR-CTV 

S,双)1、定 に MR  I が 用 t.,) ら れ る
゜
方、我 が 国 で は ヽ

MR  I 室 ま で の 物 理 的 → ｝ ク セ ス や検 査 枠 の 問 題

に よ り CT  が 利 用 さ れ る
゜
CT  に よ る HR-CTV 

の 設 定 （ コ ン ツ リ ン グ の MR  I に よ る 設定

か ら の 乖 離 を 最 小 化 し ヽ か つ 術者や 施 設 間 で

の ば ら つ き を 回 避 す る 目 的 で コ ン ツ リ ン

グ の ガ イ ド ラ イ ン が 出 版 さ れた 。本研 究 で は ヽ

-,.. 
の ガ イ ド ラ イ ン の 定 義 で 設定 し た CT  に よ（一

る HR-CTV (CT-based HR-CTV) の DVH  パ ラ



メータと臨床アウトカムの関係について検討

した。

2 0 1 1 年 1 1 月 ～ 2 0 1 4 年 6 月 に CT を用 いた

I GB  T を施行 し た子宮頸癌根治照射 6 8 例 を対

象 と し た
゜
I ／ II / III IN  期 は そ れ ぞ れ

22/25/19/2 例、扁 平上皮癌／腺癌＋ 腺扁平上皮

癌 は 5 6 例/1 2 例 で あ つ た
゜
線量は中 央遮蔽挿

入前の外照射 と ヽ 各 IGBT 時 の CT-based HR-

CTV D 9 0 と 各 リ ス ク 臓器 の D 2 cc をそれぞれ

合算 し て評価 し た
゜
線塁合算 に は生物学的等

価線景の換算 式 を 用 いた (EQ D 2、aI {3 = 1 0)。患

者因子、 腫瘍 因子 ヽ DVH パ ラ メ
~ 

夕 値 をそれ

ぞれ C U t 0 ff 値で 2 群 に 分別 し ヽ 2 年全生存

率 (0S)、 2 年局所制御率 (L  C)、 2 年無病生存

率 (DF S)を 比較 し た Kaplan-Meier 法、 Log-

rank 検定）。 ま た ヽ 単変量解析で抽 出 さ れた

有 意 な 因 子 を 用 し) て 多 亦冬 量 解 析 を 施 ノィ丁ー し た

(COX 回帰分析）。有害事象 は膀脱炎 、直腸炎、

小腸炎を評価した (CTCAEv4.0)。経過観察中

央値 32 ヶ月であった。



局 所再 発 は 1 1 例、 骨盤 内 再発 （局所 ＋ リ ン

パ節）は 1 2 例 、遠 隔転移 は 1 4 例 に見 ら れた

CT-based HR-CTV D 9 0 が 6 o G y よ り 小 さ い群

で 0 S、 LC、 p s、 DFS  の 全て が有意 に 不 良で

あ つ た
゜
腺 癌／腺 扁 平 上 皮 癌 ヽ 夕 ン ア—t ム か ら

CT-based HR-CTV  側方縁の 距離 が 3 C m よ り

大 き し) 群 は 局所再発 の独立 リ ス ク 因子で あ つ

た 。 各 リ ス ク 臓器の D 2 cc と 有害事象発 生頻

度 と の 有意 な関係 はな か つ た。

放射線 抵抗性腫瘍 ヘ の線 批増 加 ( 6 O G y 以

上）、不 整形 腫瘍への 組織内 照射線源追加 に よ

り HR-CTV 全体 を 最 低 60Gy 線 量で 力 バ す

る
~ 

と が 局所制御 向 上 に 有効 な 可能性があ'- ヽ

る
゜


